
令和２年7月から整備工事をしていた葉梨地区防災広場が全面オープン。7令和２年7月から整備工事をしていた葉梨地区防災広場が全面オープン。7
月24日には葉梨地区自治会の皆さんが、かまどベンチやテントになる休憩月24日には葉梨地区自治会の皆さんが、かまどベンチやテントになる休憩
施設（防災パーゴラ）などを実際に設営し、災害時を想定した防災設備設施設（防災パーゴラ）などを実際に設営し、災害時を想定した防災設備設
置訓練を行いました。置訓練を行いました。
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南海トラフでは、今後30年以内にマグニチュード８～９クラスの地震が発生する確率が70～80％と 南海トラフでは、今後30年以内にマグニチュード８～９クラスの地震が発生する確率が70～80％と 
いわれ、本市もいつ地震災害に見舞われてもおかしくありません。あなたや家族の大切な命を守るため、 いわれ、本市もいつ地震災害に見舞われてもおかしくありません。あなたや家族の大切な命を守るため、 
防災対策を考えておきましょう。 � 問地域防災課　　　　☎643･2110防災対策を考えておきましょう。 � 問地域防災課　　　　☎643･2110
� 大規模災害対策課　☎643･3119� 大規模災害対策課　☎643･3119
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市と自主防災会が共同で実施する訓練
避難所開設・運営訓練（西益津中学校）

各自主防災会で実施する訓練
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加者を役員に限
定するなど、訓練の規模を縮小する自主防災会もあります。詳
しくは、お住まいの地区の自主防災会にお問い合わせください。
また、訓練に参加する際には感染症対策の徹底をお願いします。

コロナ禍においても、地震や風水害と
いった自然災害は待ってくれません。
ハザードマップなどで、自宅周辺の災
害リスクを確認し、家庭内の防災対策
を万全にしてください。また、在宅避
難を含めた分散避難を
検討しておくことが、
複合災害への備えとな
ります。「災害に負け
ないまち」を一緒に築
いていきましょう。

藤枝市長　北村 正平

わが家の
地震対策３本柱

全世帯対象
家具転倒防止器具
無料取付サービス
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８月29日㈰午前８時30分 地震発生
（同報無線で広報）
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南海トラフ沿いで巨大地震が発生し、市内全域で 
震度６弱以上の揺れを観測、家屋が多数倒壊。
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詳しくは、市ホーム
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ご存知ですか？地震保険
地震による火災は火災保険では補
償されません。地震保険に加入す
ることで、地震・噴火・津波によ
る居住用の建物とその家財の損害
が補償されます。

※近年、風水害による被害が増加
傾向にあります。ご自身が加入・
検討している保険の補償内容な
どを、この機会に確認すること
をお勧めします。

災害に備える災害に備える 保 険
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《 「 指定避難所 」と「 指定緊急避難場所 」の違いは？ 》
指定避難所 名称 指定緊急避難場所

避難した人などが災害の危険がなくなるまで一定期間
滞在、または災害により居住場所を確保できなくなっ
た人などの一時的な生活の場所。

概要
大雨や台風などにより、洪水・土砂災害などの危険が切
迫した緊急時において、安全が確保されるまで、一時的
に生命を守るために緊急的に避難する施設または場所。

全ての災害 災害事象 洪水、土砂災害、大火災

原則、自主防災会ごと定められた避難所 避難先 ご自宅などに近く、安全に避難できる避難場所を選択

小・中学校など公共施設を中心に40カ所
（指定緊急避難場所と重複あり）

　　　　　　　　　指定避難所一覧▶　　　　　

対象となる
施設や場所

地区交流センターなど26カ所（令和３年８月１日現在）
から避難情報の発令対象地区に応じて開設します。ま
た、災害事象によって開設する避難場所が
異なる場合があります。

　　　　指定緊急避難場所一覧▶　　　　　

大規模災害時は地域全体の避難生活の拠点としての役
割を担います。
※従来、藤枝市独自に「指定避難場所」と表記してい

たものを、令和３年３月に災害対策基本法の用語に
統一しました。

その他

避難の規模によっては、指定避難所を避難場所として
開設する場合もあります。

※開設状況は市のホームページやテレビのデータ放送などをご覧ください。
　なお、キックオフメール、市のSNSなどでも配信します。

▶▶▶
キックオフメール

▶▶▶
市公式SNS

洪
水・土
砂
災
害

《 避難行動の基本的な流れ 》

地
　
震

※専門的なケアが必要な人は福祉避難所への避難も想定されます。

指定避難所
一次避難場所

自宅が安全自宅（屋内安全確保）

自宅（在宅避難）

避難が一定期
間にわたる場
合に開設

指定緊急避難場所

地区による避
難先の指定が
ないため、近
くの安全な場
所を選択可能

地区内にある 
公園やふれあ 
い広場など、自 
主防災会で定
めた避難場所

安全な場所にある
親戚、知人宅、宿泊施設など

安全な場所にある
親戚、知人宅、宿泊施設など

宿泊施設や親戚、知人
宅などでの生活が困難

自宅に
被害なし

自宅に被害あり
在宅生活が困難

立ち退き避難が必要
◦土砂災害警戒区域内　◦家屋倒壊等氾濫想定区域内
◦浸水深より居室が低い

宿泊施設や親戚、知人
宅などでの生活が困難
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市内には市民農園が多数あります。市内には市民農園が多数あります。 市民農園が増えると遊休農地の解消や地産地消の推進に繋がることから、市市民農園が増えると遊休農地の解消や地産地消の推進に繋がることから、市
では市民農園の開設・改修への補では市民農園の開設・改修への補 助制度や、市民農園利用希望者への情報提供を行っています。土に触れ、自助制度や、市民農園利用希望者への情報提供を行っています。土に触れ、自
然に親しみながら、おいしくて新然に親しみながら、おいしくて新 鮮な野菜作りを楽しみませんか。鮮な野菜作りを楽しみませんか。
今回は、市内の市民農園のうち、今回は、市内の市民農園のうち、 21カ所の市民農園をご紹介します（五十音順）。　�問農林課　☎643･326621カ所の市民農園をご紹介します（五十音順）。　�問農林課　☎643･3266

各農園の地図・写真は各農園の地図・写真は
こちらからこちらから

❶市内上当間515
❷38（平均45平方メートル/区画）
❸8,000円/年　　❹あり
❺水道、トイレ
❻38区画全部に水道の蛇口が付いてい

ます

❶市内時ケ谷388-5
❷20（平均34平方メートル/区画）
❸8,000円/年　　❹あり　
❺水道、トイレ
❻初心者・親子連れ大歓迎。希望があれ

ば機械で耕運作業をお手伝いします

❶市内上当間514
❷40（平均45平方メートル/区画）
❸8,000円/年　　❹あり
❺水道、トイレ
❻40区画全部に水道の蛇口が付いてい

ます

❶市内堀之内2173
❷30（平均30平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺トイレ
❻休耕地（旧茶畑）のため手入れはして

いません。土作りから野菜作りを始め
てみませんか

❶市内時ケ谷110-1
❷37（平均30平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹なし
❺水道、トイレ
❻皆さん、楽しみながら野菜を作ってい

ます

広幡青空農場
問JA大井川広幡支店　☎641･1800

富田農園
問富田浩史　☎090･8869･0472

市民ふれあい時ケ谷農園
問鈴木利昌　☎090･6363･1686

広幡たちばな農場
問JA大井川広幡支店　☎641･1800

❶市内瀬戸新屋611-10
❷29（平均32平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺農機具置き場、トイレ、電気柵
❻ちょっとした高台にあり、一望千里!!

カワセミに会える

覚ちゃんファーム
問大石覚郎　☎641･1975

❶市内高岡4丁目16-12
❷37（平均38平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺水道、堆肥置き場
❻年2回（春・秋）“みんなで草取りラ

ンランラン楽しいな”

問高友会農園担当 北川昭治　☎090･8556･1635
高友会 市民ふれあい農園（高岡）

❶市内高洲74-8
❷24（平均33平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹なし
❺水道、堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

問高友会農園担当 北川昭治　☎090･8556･1635
高友会 市民ふれあい農園（兵太夫南第3）

❶市内高柳2677-1
❷10（平均49平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺水道、堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

❶市内高柳3丁目540
❷39（平均27平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺水道、堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

問高友会農園担当 青島達治　☎090･1985･6480
高友会 市民ふれあい農園（高柳下）

問高友会農園担当 青島達治　☎090･1985･6480
高友会 市民ふれあい農園（高柳上）

❶市内泉町41-20
❷21（平均30平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹なし
❺堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

❶市内兵太夫485-1
❷12（平均33平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹なし
❺水道、堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

❶市内高洲50-2
❷12（平均50平方メートル/区画）
❸4,000円/年　　❹なし
❺堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

問高友会農園担当 北川昭治　☎090･8556･1635
高友会 市民ふれあい農園（兵太夫南第1）

問高友会農園担当 青島達治　☎090･1985･6480
高友会 市民ふれあい農園（兵太夫下）

❶市内稲川602-3
❷57（平均33平方メートル/区画）
❸8,000円/年　　❹あり　　❺水道
❻いつでも入園可能。お気軽にお電話く

ださい
※連絡可能な時間帯…午前11時～午後

５時（月・火曜日以外）

市民ふれあい稲川農園
問鈴木正太　☎090･3467･9898

❶市内兵太夫987-1
❷18（平均31.5平方メートル/区画）
❸4,500円/年　　❹あり
❺水道、稲わら支給（大束×2/区画）
❻利用者を随時募集しています

❶市内本郷1064
❷43（平均35平方メートル/区画）
❸9,000円/年　　❹あり
❺農機具置き場、水道、トイレ、堆肥置

き場
❻利用者を随時募集しています

❶市内郡1051
❷21（平均45平方メートル/区画）
❸4,500円/年　　❹あり
❺水道、耕運機
❻利用者を随時募集しています

四季菜園
問柴原保郎　☎624･1855

サンリグリーン農園
問山梨和雄　☎643･0346

サンファーム向島
問向島祥郎　☎639･0607

❶市内与左衛門256
❷43（平均41平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺水道、堆肥置き場
❻核兵器禁止条約の発効を記念し、農園

内に標柱と案内看板を設置しました

問高友会農園担当 櫻井喜代司　☎635･0223
高友会 市民ふれあい農園（与左衛門）

市民ふれあい桜農園
問鈴木良夫　☎090･3158･6558

❶市内岡部町子持坂151-1
❷253（平均50平方メートル/区画）
❸8,000円/年　　❹なし
❺水道、トイレ
❻長年続けていますので、まわりに先生

が大勢います

巨石の森うちの畑
問鴫谷昇　☎667･0243

❶市内高柳1丁目97-1
❷24（平均27平方メートル/区画）
❸5,000円/年　　❹あり
❺水道、堆肥置き場
❻利用者を随時募集しています

問高友会農園担当 青島達治　☎090･1985･6480
高友会 市民ふれあい農園（高柳1）

❶市内高柳3丁目462-3
❷10（平均30平方メートル/区画）
❸4,000円/年　　❹あり
❺トイレ
❻利用者を随時募集しています

問高友会農園担当 青島達治　☎090･1985･6480
高友会 市民ふれあい農園（高柳第1）

❶所在地番
❷区画数
❸使用料　　❹駐車場
❺設置・保有している設備
❻開設者から一言

農 園 名
問い合わせ先

凡例

遊
休
農
地
に
つ
い
て

市
内
で
は
、
農
家
の
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
に
伴
い
遊
休
農

地
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
が
増
え
る
と
食
料
の
生

産
と
い
う
農
地
が
本
来
持
つ
機
能
に
加
え
、
環
境
の
保
全
、

防
災
的
役
割
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
も
損
な
わ
れ
て
い
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

地
産
地
消
に
つ
い
て

「
地
産
地
消
」
と
は
、「
地
域
生
産
・
地
域
消
費
」
を
短
く
表

現
し
た
も
の
で
、
地
元
で
採
れ
た
農
畜
産
物
や
水
産
物
を
地

元
で
食
べ
よ
う
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
で
す
。「
地
産
地
消
」

に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
作
っ
て
い
る
か
ら
、
安
心

し
て
生
鮮
野
菜
な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
る

・
生
産
地
が
近
い
た
め
旬
の
食
べ
物
を
新
鮮
な
う
ち
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る

・
地
元
の
人
が
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
農
家
の
人
が
元
気
に
な

り
、
地
域
が
元
気
に
な
る

・
遠
距
離
輸
送
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ
ス
ト
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る

※お申し込み・お問い合わせは各
農園の『問い合わせ先』に記載
されている電話番号までお願
いします

※掲載している情報は令和３年
７月時点の情報です

市民農園 で
手作り野 菜を作りませんか

1

59

413

20

19

2

6

14

3

18

8

21

7

11

16

17

12

15 問高友会農園担当 北川昭治　☎090･8556･1635
高友会 市民ふれあい農園（兵太夫南第2）10
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ふじえだシティーニュースは、市政の動きなどを
分かりやすくお知らせするコーナーです。
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核兵器の廃絶・世界の恒久平和は、人類共通の願いです。本市は、昭和62年12月18日に「藤枝市非核平和都市宣言」を市議
会において議決し、世界の恒久平和と安全への願いを宣言しました。
不幸な戦争が再び繰り返されないよう、心から平和を祈念するため、本市の非核平和事業の取り組みを紹介します。
� 問総務課　☎643･3228

非核平和企画展

　戦没者追悼・平和祈念式典に合わせ、市内公立保育園の園児による「平和」をテーマ 
にした作品をロビーに展示します。あわせて、広島・長崎の原爆被害の写真などを
展示し、被爆後の惨状から平和の重要性を考える「ミニミニ原爆展」を開催します。
とき／８月５日㈭～ 15日㈰　　ところ／市役所玄関ロビー

※例年実施している、市内中学生の広島市の平和記念式典への派遣事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止しました。

藤枝市の非核平和推進事業
市民や団体が実施する非核平和推進事業を支援
　藤枝市非核平和都市宣言の趣旨に基づき、非核平和推進事
業（核兵器の廃絶・軍縮または非核三原則の完全実施を求め
る自主的な事業）を実施する市民や団体（市内に主たる事務
所を置く団体）に対し、補助金を交付しています。

非核平和宣言塔を市役所庁舎敷地内に設置
　昭和62年12月18日に「藤枝市非核平
和都市宣言」を市議会にて議決した本市
は、「非核平和宣言都市」であることを
発信するため、市役所庁舎敷地内に非核
平和宣言塔を設置しました。

「平和発信用ガイドブックSTEP」を
市内中学校に配布
　長崎市が育成する青少年ピー
スボランティアが中心となって
作成したガイドブックを、市内
中学校に配布しました。

市内中学・高校生に非核平和講演会を開催
　戦争を知らない世代に、被爆者や
被爆２世の人たちから直接、戦争の
悲惨さや核兵器の恐ろしさを伝えて
もらい、平和の大切さや尊さを学ぶ
非核平和講演会を毎年続けています。

（昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中止）

藤枝市戦没者追悼・平和祈念式典について
問福祉政策課　☎643･3148

　岡出山公園階段下にご遺族・市民の皆さんに献
花していただける場所を設けます。
とき／８月15日㈰午前９時30分～午後１時
ところ／岡出山公園
※当日正午頃に黙とうを捧げましょう（午前11

時50分に同報無線によりアナウンスします）

　新型コロナウイルスの
感染拡大防止のため、今
年は規模を縮小し、８月
15日㈰岡出山公園忠霊
塔前において関係者のみ
で開催します。

献花台の設置について

世界の恒久平和に向けて

“核兵器のない 平和な世界をつくろう”〜非核平和都市ふじえだ～

　今年の８月15日、76回目の終戦記念日を迎えます。
　先の大戦では、日本中で子どもからお年寄りまで数多くの方 が々尊い命を
奪われ、本市においても３千人を超える方々が犠牲になられました。私たち
が享受している平和と豊かさは、戦没者の方たちの尊い犠牲とご遺族の深
い悲しみや多大な苦難によって築き上げられたものであることを決して忘れ
てはなりません。
　本年は、昨年と同様、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、規模
を縮小し関係者のみで式典を執り行うこととしましたが、ここに戦没者の無
念と、戦争で肉親を失ったご遺族の深い悲しみを思い、哀悼の意を捧げます。
　さて、戦後76年が経過する中で、戦争を体験していない世代が圧倒的に
多数となりました。しかし、戦争のない平和な世界を築くには、若い世代が
主役となって恒久平和の実現に取り組まなければなりません。
　戦争の記憶を風化させることなく、未来を担う子どもたちへ戦争の惨禍、
平和の尊さを伝え、先人の想いを繋いでいくことは市の責務です。
　これからも、若い世代が、戦争と平和について学び考える機会を設け、
真の世界平和が実現できるよう、たゆまぬ努力を続けてまいります。

終戦記念日に向けた市長からのメッセージ
～世界平和を目指して～

藤枝市長　北村 正平

　
大
規
模
な
土
石
流
災
害
が
発
生

し
た
熱
海
市
を
支
援
す
る
た
め
、

７
月
26
日
か
ら
８
月
13
日
ま
で
の

間
、
本
市
職
員
５
名
を
順
次
派
遣

し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
住
家

被
害
認
定
調
査
事
務
や
土
木
技
術

業
務
に
携
わ
り
、熱
海
市
の
復
旧・

復
興
を
支
援
し
ま
す
。
出
発
式
で

北
村
市
長
は
「
熱
海
市
民
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
対
応
を
し
て
ほ
し

い
」
と
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
土
砂
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
７

月
12
日
に
指
定
避
難
所
の
稲
葉
小

学
校
北
側
斜
面
で
、
法
面
の
健
全

性
を
確
認
。
今
後
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
隣
接
す
る

指
定
避
難
所
等
８
カ
所
の
法
面

（
斜
面
）
も
点
検
し
て
い
き
ま
す
。

東京2020オリンピック・パラリンピックイタリア代表チームを応援	 問スポーツ振興課　☎643･3126
　
本
市
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
イ
タ
リ
ア
代
表
チ
ー
ム
を
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
応
援
し
て

い
ま
す
。
藤
枝
小
学
校
５
年
生
は

選
手
の
活
躍
を
願
い
、
タ
イ
ル
絵

を
制
作
。
イ
タ
リ
ア
語
で
フ
ォ
ル

ツ
ァ
・
ア
ッ
ズ
ー
リ
（
イ
タ
リ
ア

代
表
頑
張
れ
）
の
文
字
と
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
タ
イ
ル
に
書
き
入

れ
、
藤
枝
と
イ
タ
リ
ア
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
色
で
色
付
け
ま
し
た
。
完

成
し
た
タ
イ
ル
絵
は
、
御
殿
場
市

で
事
前
合
宿
を
行
っ
た
柔
道
チ
ー

ム
の
も
と
に
届
け
ま
し
た
。

　
オ
デ
ッ
テ
・
ジ
ュ
フ
リ
ー
ダ
選

手
は
柔
道
女
子
52
キ
ロ
級
で
、
マ

リ
ア
・
チ
ェ
ン
ト
ラ
ッ
キ
オ
選
手

は
柔
道
女
子
63
キ
ロ
級
で
、
い
ず

れ
も
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

熱海市に職員派遣・市内では土砂災害警戒区域の緊急合同点検も実施 問大規模災害対策課　☎643･3119
水害対策室　☎643･3516

　

７
月
13
日
、
本
郷
ふ
る
郷
普
請

の
会
が
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事

業
で
関
東
農
政
局
長
表
彰
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
が
持
つ

多
面
的
機
能
発
揮
の
た
め
、
地
域

農
業
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
。
市
内
の
団

体
と
し
て
は
初
め
て
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

　
本
郷
ふ
る
郷
普
請
の
会
は
、
平

成
19
年
度
よ
り
瀬
戸
谷
地
区
本
郷

の
農
地
管
理
・
休
耕
田
の
解
消
や

環
境
整
備
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
維

持
管
理
や
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
自
然
観
察
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
里

山
の
自
然
を
守
る
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

本郷ふる郷
さ と

普
ふ

請
し ん

の会が最優秀賞を受賞〜関東農政局長表彰〜	 問農林課　☎643･3350

　

７
月
28
日
、
令
和
２
年
度
優
良

建
設
工
事
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
業
者
の
技
術
力
の

向
上
、
建
設
業
の
担
い
手
育
成
に

繫
げ
る
た
め
、
昨
年
度
完
成
し
た

建
設
工
事
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た

施
工
技
術
を
発
揮
し
た
建
設
業
者

と
担
当
技
術
者
を
称
え
る
も
の
。

本
年
度
は
、
優
良
建
設
業
者
と
し

て
㈱
山
田
組
と
角
丸
・
山
田
特
定

J
V
、
優
良
技
術
者
と
し
て
繁
本

陽
介
さ
ん
（
㈱
山
田
組
）、
遠
藤

全ま
さ

美よ
し

さ
ん
（
㈱
山
田
組
）、
海
老

名
泰
斗
さ
ん
（
角
丸
・
山
田
特
定

J
V
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
北
村
市
長
は
「
安
全
か
つ
迅
速

で
、
質
の
高
い
施
工
・
管
理
は
、

他
の
模
範
と
な
る
も
の
。
今
後
も

建
設
業
界
を
盛
り
上
げ
て
欲
し

い
」
と
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

優れた建設業者と技術者を表彰～優良建設工事表彰式～	 問契約検査課　☎643･3249
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親
子
電
波
教
室

親
子
で
ラ
ジ
オ
を
作
り
、
電
波
の
仕

組
み
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
小
学
３
年
生
以
上
の
子
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
８
月
28 

日
㈯
午
後
１
時
30
分
~
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会
館　

▼
定

員
／
15
組
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
無
料　
▼
申
し
込
み
／
８
月
12

日
㈭
か
ら
、
電
話
で
瀬
戸
谷
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

陶
器
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

素
焼
き
陶
器
の
可
愛
い
ラ
ン
タ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か
。
仮
装
を
し
た
人
に

プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
12
日
㈰
午
前
９
時

30
分
~
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
~
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶

芸
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
各
20

人
（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
２
５

０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
９
月
10 

日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
陶
芸
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ベ
リ
ー

筋
肉
の
動
き
を
解
説
し
な
が
ら
美
し

い
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
踊
り
ま

す
。
初
心
者
向
け
ク
ラ
ス
で
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も　
▼
と
き
／ 

９
月
11
日
・
25
日
、
10
月
９
日
・
30

日　
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後
７
時
~

８
時
30
分　
▼
と
こ
ろ
／
稲
葉
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー　
▼
講
師
／
鈴
木
未

来
さ
ん
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ベ
リ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　
▼
定
員
／
各

20
人
（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
各

４
０
０
円　
▼
申
し
込
み
／
９
月
１ 

日
㈬
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

白
ふ
じ
の
里
農
園
体
験
教
室

大
根
の
種
ま
き
と
収
穫
、
漬
物
作
り

を
体
験
し
ま
す
。（
収
穫
は
12
月
こ
ろ
）

▼
と
き
／
９
月
５
日
㈰
午
前
９
時
~

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
白
ふ
じ
の
里　

瀬
戸
川
で
遊
ぼ
う 

第
３
回

瀬
戸
川
に
住
む
不
思
議
な
赤
い
魚

「
ア
カ
ザ
（
絶
滅
危
惧
種
）」
の
実
物

観
察
や
生
態
を
学
び
、
ア
カ
ザ
の
生

態
を
伝
え
る
民
話
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、 

通
学
し
て
い
る
小
学
生　
▼
と
き
／ 

９
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
~
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
稲
葉
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
と
周
辺
の
瀬
戸
川　
▼
講
師
／ 

日
本
刀
初
心
者
講
座

﹃
歴
史
と
日
本
刀
﹄

歴
史
と
共
に
歩
み
、
変
化
し
た
日
本

刀
を
学
び
、
手
に
取
っ
て
鑑
賞
す
る

大
人
向
け
の
講
座
で
す
。

▼
対
象
／
小
学
５
年
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
と
き
／
８

月
21
日
㈯
午
前
９
時
30
分
~
11
時
、

２
回
目
以
降
は
９
月
~
令
和
４
年
１

月
の
第
４
土
曜
日　
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
~
３
時　
▼
と
こ
ろ
／
青

島
南
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室　

▼
講
師
／
齋
藤
愼
一
さ
ん
（
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
静
岡
県
支
部
長
）　

▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
）　
▼
参
加

料
／
２
４
０
０
円（
全
６
回
）　
▼
申

し
込
み
／
８
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
青
島
南
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
へ 

☎
６
３
６
・
３
７
６
５

▼
定
員
／
10
家
族（
申
込
順
）　
▼
参

加
料
／
１
家
族
２
千
円　
▼
申
し
込

み
／
９
月
２
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

白
ふ
じ
の
里
へ

 

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

稲
葉
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
４
３
・
５
０
０
５

クラウドファンディング
活用セミナー

問創業支援室　☎643･3239
後期ニュースポーツ教室
問スポーツ振興課　☎643･3126

未経験者歓迎  テニスの日  無料テニス教室
問市民テニス場　☎644･6080

クラウドファンディングの効果的な活用方法や
PR方法などを学びます。併せて、静岡銀行の
創業サポートや市が行う補助制度についても説
明します。
対象／市内で創業予定の人、クラウドファン

ディングに挑戦してみたい人・興味のある人
とき／９月６日㈪午後２時～４時
ところ／市民会館会議室
講師／照井翔登さん（㈱C

キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

AMPFIRE 地域連携
推進チーム統括）ほか

定員／50人（申込順）
参加料／無料
申し込み／９月３日㈮までに、電話またはＥ

メールで創業支援室へ
　 sougyou@city.fujieda.shizuoka.jp

室内ペタンク教室
とき／９月８日～10月20日の毎週水曜日
ところ／高洲南小学校体育館　

ミニトランポウォーク教室
とき／９月９日～10月28日の毎週木曜日（祝日を除く）
ところ／れんげじスマイルホール

ワンバウンドふらば～る教室
とき／９月13日～11月１日の毎週月曜日（祝日を除く）
ところ／岡部体育館　

共通
時間／いずれも午後７時～８時45分　定員／各30人（申込順）
受講料／各1,500円（全７回。中学生以下500円）
持ち物／体育館シューズ、運動のできる服装、飲み物、

タオル
申し込み／８月23日㈪までに、電話または

市ホームページの申し込みフォームからス
ポーツ振興課へ

市内での創業や創業後の新事業展開を促進するため、寄附型また
は購入型によるクラウドファンディングを活用して資金調達をす
る場合における、利用手数料の一部を補助します。
対象／・創業予定者（補助金申請後２カ月以内に開業届の提出・

法人設立登記を行うこと）
・創業者（税務署への開業届の提出・法人設立登記後５年

未満の人）
補助額／利用手数料の２分の１以内で、上限50万円
申し込み／令和４年３月31日㈭までに、創業支援室に備え付け

の申請用紙（市ホームページからダウンロード可）に必要事項
を記入し、必要書類を添付して、直接、創業支援室へ

※期限内であっても、予算額に達した場合は申請受付を終了します。
※１プロジェクトあたり１回まで。また、同一申請者による申請

は年１回までです。
※クラウドファンディング実施前の事前相談が必要です。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

硬式テニス
硬式テニスのプロ選手小野田倫久さんが指導します。
対象／①市内に住んでいる年中児～小学生、②市内に

住んでいるまたは通勤・通学している高校生以上の
人（硬式テニス歴２年以内の人に限る）

とき／９月23日㈷①午前10時30分～正午、②午後１
時30分～３時

定員／各40人（申込順）
申し込み／８月16日㈪～31日㈫に、直接市民テニス

場窓口へ
ソフトテニス

対象／①市内に住んでいる小学生、②市内に住んでい
る中学生以上の人

とき／９月23日㈷①午前10時～正午、②午後１時～３時
定員／各30人（申込順）
申し込み／８月10日㈫～25日㈬に、直接

市民テニス場窓口へ
共通
ところ／市民テニス場　参加料／無料

クラウドファンディングの
利用手数料を補助します
問創業支援室　☎643･3239

コロナ禍のため、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問い合わせ先にご確認ください。引き続き、マスク着用など感染防止対策にご協力をお願いします。

オ
ン
ラ
イ
ン
de
就
活
！
志
太
３
市 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

静
岡
県
中
部
地
域
の
企
業
20
社
が
参

加
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説
明

会
で
す
。

▼
対
象
／
令
和
４
年
３
月
以
降
卒
業

予
定
の
学
生　

▼
と
き
／
８
月
20

日
㈮
午
後
１
時
~
４
時　

▼
と
こ 

ろ
／
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル 

Ｒリｅ

ｍ
モｏ 

Ｃカ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

ｏｎ
ｆｅｒｅｎｃｅ　
▼
参
加

料
／
無
料　
▼
申
し
込

み
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
産
業
政
策
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
６
５

あ
い
の
う
た
~
出
会
い
か
ら
子
育

て
ま
で
の
短
歌
コ
ン
テ
ス
ト
~

子
育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
恋
人
と

の
出
会
い
、
家
族
へ
の
想
い
な
ど
を

詠
ん
だ
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
部
門
／
一
般
の
部
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
高
校
生
に
相
当
す
る
年
齢

以
下
）　
▼
審
査
員
︵
選
者
︶
／
俵

万ま

智ち

さ
ん
（
歌
人
）、
田
中
章
義
さ

ん
（
歌
人
）　
▼
選
賞
︵
予
定
︶
／
各

部
門
:
最
優
秀
賞
⋮
１
作
品
、
優
秀

賞
⋮
２
作
品
、
審
査
員
特
別
賞
⋮
２

作
品
、
入
選
⋮
15
作
品　
▼
申
し
込

み
／
９
月
30
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
専
用
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
・
郵
送
で
〒
430-

0929

浜
松
市
中
区
中
央
二
丁
目
10
番
1
号

浜
松
青
色
会
館
５
階
あ
い
の
う
た
事

務
局
へ

 

☎
０
５
３
・
４
５
２
・
０
５
５
５

（
受
付
時
間
／
平
日
午
前
10
時
~

午
後
５
時
）

 

０
５
３
・
４
５
２
・
０
６
８
１

https://ainouta2021.com

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

マ
マ
シ
ネ
マ

シ
ア
タ
ー
を
貸
し
切
り
、
３
歳
の
お

誕
生
日
前
の
お
子
様
と
マ
マ
限
定

の
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
／
３
歳
未
満
の
子
と
そ
の
母

親　
▼
と
き
／
９
月
２
日
㈭
午
前
10

時
~
午
後
０
時
30
分　
▼
と
こ
ろ
／ 

藤
枝
シ
ネ
・
プ
レ
ー
ゴ　
▼
上
映
作

品
／
ア
ー
ヤ
と
魔
女　
▼
定
員
／
50

組（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
１
組
２

１
０
０
円　
▼
申
し
込
み
／
８
月
16 

日
㈪
午
前
10
時
~
27
日
㈮
に
、ま
ち

づ
く
り
藤
枝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
へ

 

☎
６
４
５
・
１
５
５
５

http://w
w

w
.fujieda-m

achista.
com

/cinem
a.htm

l

※
シ
ネ
・
プ
レ
ー
ゴ
内
で
使
え
る
お

買
物
券
５
０
０
円
と
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ド
パ
オ
の
プ
レ
ー
ン

コ
ッ
ペ
パ
ン
３
本
が

付
き
ま
す
。

は
じ
め
て
の
己お

の
れ

書し
ょ

書
き
方
の
コ

ツ
を
学
ん
で

温
も
り
の
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し

ま
せ
ん
か
。年
賀
状
に
も
最
適
で
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
ま
た 

は
勤
務
し
て
い
る
人
で
、己
書
の
経
験 

が
無
い
人　
▼
と
き
／
９
月
７
日
・

21
日
、10
月
５
日・19
日
、11
月
２
日・

16
日
、
12
月
７
日
・
21
日　
い
ず
れ

も
火
曜
日
午
前
10
時
~
正
午　
▼
と

こ
ろ
／
藤
枝
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
第

１
学
習
室　

▼
講
師
／
落
合
圭
子

さ
ん
（
日
本
己
書
道
場
認
定
師
範
）　

▼
定
員
／
15
人（
申
込
順
）　
▼
参
加 

料
／
３
２
０
０
円（
別
途
教
材
費
２
５ 

０
０
円
。全
８
回
）　
▼
申
し
込
み
／ 

８
月
12
日
㈭
午
前
９
時
~
20
日
㈮

に
、
藤
枝
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
教
材
費
２
５
０
０
円
を
添

え
て
、
直
接
、
藤
枝
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
６
３
１
・
６
４
５
１

山
田
辰
美
さ
ん
（
常
葉
大
学
名
誉
教 

授
）　
▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
）　
▼
参 

加
料
／
４
０
０
円　
▼
申
し
込
み
／ 

８
月
17
日
㈫
~
31
日
㈫
に
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
稲
葉
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
６
４
３
・
５
０
０
５



募

集

Fujieda R3.8.511 10広報ふじえだ

木
彫
り
の
小
鳥
絵
付
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市
の
鳥
・
ウ
グ
イ

ス
の
原
型
を
や
す

り
で
磨
い
て
形
を

整
え
、
絵
付
け
し

ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
８
月
28
日
㈯
午
前
10
時
~

正
午
、
午
後
１
時
~
３
時　
▼
と
こ

ろ
／
博
物
館
講
座
視
聴
覚
室　
▼
講

市公用封筒への掲載広告を募集
問出納室　☎643･3136

社会人リカレント教育講座
問BiViキャン　☎639･7164　 639･7165　 https://www.bivicam.jp/

主に市民への通知を発送の際に使用する公用封筒に掲
載する有料広告を募集します。
広告掲載物／市公用封筒（単色 長形３号）
作成枚数／16.2万枚　規格／縦35㎜×横100㎜（横書き）
募集枠／４枠（申込順）　掲載料／１枠５万５千円
申し込み／８月31日㈫までに出納室に備え付けの申込用紙（市

ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入し、広
告の原稿を添えて直接または郵送で〒426–8722市内岡出山
1–11–1出納室へ

※掲載の可否については、広告内容を審
査し、後日通知します。

※応募多数の場合は、市内に事業所があ
る事業主を優先します。

※政治、宗教活動や、意見広告、個人的
宣伝、公の秩序や善良な風俗に反する
ものは掲載できません。

静岡産業大学と静岡理工科大学が、学び直しや就業を希
望する人を対象にした講座を開講します。
第１弾  経営のDXに活かすデータサイエンス入門

「データサイエンス」は、IT技術の進歩によって、ビジ
ネスの世界でもより身近に、より不可欠になりました。
この講座では、その基本的な考え方や経営への活用、留
意点について事例を用いて、やさしく解説します。

ところ／BiViキャン（BiVi藤枝１階）
参加料／１日（２コマ）千円
講師／①永田奈央美さん（静岡産業大学経営学部准教授）
　　　②佐野典秀さん（静岡産業大学情報学部教授）
　　　③髙橋等

ひとし

さん（静岡産業大学経営学部教授）
　　　④鷲崎早雄さん（静岡産業大学学長）
　　　⑤田口敏行さん（静岡産業大学情報学部教授）
定員／各30人（先着順）
申し込み／BiViキャンに備え付けのチラシに

必要事項を記入し、直接またはファクス・
BiViキャンホームページの専用フォームか
らBiViキャンへ

※２日間講座は、１日のみの受講も可能です。第２弾は、
ドローンやH

ハ サ ッ プ

ACCP（衛生管理手法）について、学ぶ
講座を10月より開講予定です。

第２期陶芸教室
問陶芸センター　☎639･0148

①手ろくろコース
とき／火曜日…９月７日～11月９日　午前９ 

時30分～11時30分、水曜日…９月８日～11月 
10日　午後１時～３時、土曜日…９月11日～ 
11月13日　午後１時～３時

受講料／１万2,500円（各全10回・別途材料費）
定員／各13人（申込順）

②電動ろくろコース
とき／金曜日…９月10日～11月12日　午前９ 

時30分～11時30分、午後１時～３時　
受講料／１万3,500円（各全10回・別途材料費）　
定員／各10人（申込順）

①②共通
ところ／陶芸センター
申し込み／８月31日㈫までに、電話またはハ

ガキに郵便番号・住所・氏名・電話番号・希
望の教室コースと時間を記入し、〒426–0131
市内瀬戸ノ谷1706–1陶芸センターへ

科目名 開講日 申込期日

①データサイエンス基礎 ８月31日㈫、９月７日㈫
午後１時30分～５時 ８月24日㈫

②経営に役立つ統計学 ９月14日㈫・21日㈫
午後1時30分～５時 ９月７日㈫

③情報セキュリティ 10月11日㈷・18日㈪
午後１時30分～５時 10月４日㈪

④情報経営論 10月28日㈭
午後１時30分～５時 10月21日㈭

⑤デジタル経営戦略論 11月11日㈭・18日㈭
午後１時30分～５時 11月４日㈭

コロナ禍のため、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問い合わせ先にご確認ください。引き続き、マスク着用など感染防止対策にご協力をお願いします。

藤
枝
市
室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会

目
標
物
に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ル
を

投
げ
あ
い
、
よ
り
近
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
５
日
㈰
午
前
８
時
30

分
~
午
後
１
時　

▼
と
こ
ろ
／
市

民
体
育
館　

▼
定
員
／
16
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
３
~
６
人
。
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
１
０
１
０
円　

▼
申
し
込
み
／
８
月
18
日
㈬
ま
で

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
直

接
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ 

☎
６
４
３
・
３
１
２
６

介
護
の
シ
ゴ
ト
復
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

▼
対
象
／
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ

る
人　
▼
と
き
／
９
月
８
日
㈬
午
後

１
時
~
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
県
総

合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
エ
ル
６

静
清
高
校
学
校
説
明
会

令
和
４
年
度
か
ら
の
共
学
化
に
伴

い
、
新
校
舎・新
制
服
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
／
中
学
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
８
月
29
日
㈰
午
前
10
時
~

11
時
30
分
（
受
付:午
前
９
時
30
分
）　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル　
▼
内
容
／
新
制
服
発
表
、
コ
ー

ス
・
学
校
説
明　
▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
８
月
24
日
㈫
ま
で

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
静
清
高
等
学
校
へ

 

☎
６
４
１
・
６
６
９
３

http://w
w

w
.seisei.ed.jp/

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
竹
細
工
の
水
鉄
砲
づ
く
り
」

竹
を
使
っ
た
水
鉄

砲
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

作
っ
た
水
鉄
砲
で

的
を
狙
っ
て
遊
び

ま
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
３
年 

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
と
き
／ 

８
月
22
日
㈰
午
前
10
時
~
正
午
、
午

後
１
時
~
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
郷

土
博
物
館
講
座
視
聴
覚
室　

▼
定

員
／
各
20
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加

料
／
３
０
０
円

問
文
化
財
課

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

階
（
静
岡
市
葵
区
）　
▼
内
容
／
介

護
現
場
で
役
立
つ
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込

順
）　
▼
参
加
料
／
無
料　
▼
申
し

込
み
／
８
月
25
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
県

社
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
２
７
１
・
２
１
１
０

 

２
７
２
・
８
８
３
１

jinzai@
shizuoka-w

el.jp

※
申
込
書
は
県
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可

http://w
w

w
.shizuoka-w

el.jp/

エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
研
修

環
境
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
の
環
境

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
９
月
16
日
㈭・30
日
㈭
、10

月
14
日
㈭・28
日
㈭
、
11
月
８
日
㈪・

25
日
㈭　
午
後
７
時
~
９
時
（
10
月

28
日
の
み
午
後
１
時
30
分
~
５
時
）　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
南
館
３
階
会
議

室
ほ
か　
▼
講
師
／
平
井
一
之
さ
ん

（（
一
社
）静
岡
県
環
境
資
源
協
会
専

務
理
事
）ほ
か　
▼
定
員
／
12
人（
申

込
順
）　
▼
参
加
料
／
無
料　
▼
申

し
込
み
／
８
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
環

境
政
策
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

 

６
３
１
・
９
０
８
３

kankyoseisaku@
city.fujieda.

shizuoka.jp

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の
相そ

う

談だ
ん

会か
い

家や

賃ち
ん

の
支し

払は
ら

い
、
職し

ょ
く

場ば

ト
ラ
ブ
ル
や

失し
つ

業ぎ
ょ
う

、
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

な
ど
困こ

ま

っ
て
い
る

こ
と
が
あ
れ
ば
相そ

う

談だ
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対た

い

象し
ょ
う

／
外が

い

国こ
く

の
人ひ

と　
▼
と
き
／
８

月が
つ

28
日に

ち

㈯ど
よ
う
び

午ご

前ぜ
ん

10
時じ

~
午ご

後ご

４
時じ　

▼
と
こ
ろ
／
市し

役や
く

所し
ょ

西に
し

館か
ん

３
階か

い

３
０

２
・
３
０
３
会か

い

議ぎ

室し
つ　
▼
相そ

う

談だ
ん

で
き

る
こ
と
ば
／
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

、
ス
ペ

イ
ン
語ご

、タ
ガ
ロ
グ
語ご

、英え
い

語ご

、中ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

、
ベ
ト
ナ
ム
語ご　
▼
相そ

う

談だ
ん

料り
ょ
う

／
無む

料り
ょ
う　

▼
申も

う

し
込こ

み
／
電で

ん

話わ

ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
名な

前ま
え

と
連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

を
記き

入に
ゅ
う

し
、
県け

ん

多た

文ぶ
ん

化か

藤
枝
市
高
齢
者
等
エ
ア
コ
ン

設
置
費
補
助
金
に
つ
い
て

藤
枝
市
高
齢
者
等
エ
ア
コ
ン
設
置
費

補
助
金
の
申
請
期
限
は

８
月
31
日
㈫
ま
で
で

す
。
要
件
・
申
請
方
法

ひ
だ
ま
り
農
業
体
験

~
稲
刈
と
脱
穀
作
業
に
挑
戦
~

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
と
き
／
９

月
25
日
㈯
午
前
９
時
~
正
午　
▼
と

こ
ろ
／
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
体
験
施
設

「
ひ
だ
ま
り
」　
▼
内
容
／
稲
刈
り
、

足
踏
み
式
脱
穀
機
で
の
脱
穀
体
験
、

か
ま
ど
で
の
ご
飯
炊
き
（
地
場
食
材

を
使
っ
た
昼
食
付
き
）　
▼
定
員
／
30

人（
申
込
順
）　
▼
参
加
料
／
千
円（
小

学
生
以
下
５
０
０
円
。
未
就
学
児
は 

無
料
）　

▼
申
し
込
み
／
８
月
31 

日
㈫
~
９
月
7
日
㈫
の
午
前
９
時
~

午
後
５
時
15
分
に
、
電
話
で
中
山
間

地
域
活
性
化
推
進
課
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

師
／
宮
澤
五
郎
さ
ん
（
チ
ェ
ー
ン 

ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）　
▼
定
員
／ 

各
12
組
（
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
）　

▼
参
加
料
／
１
個
５
０
０
円　
▼
持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、軍
手
、絵
筆
、絵

皿（
パ
レ
ッ
ト
）　
▼
申
し
込
み
／
８

月
15
日
㈰
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
郷
土
博
物

館
・
文
学
館
へ

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

m
use@city.fujieda.shizuoka.jp

共き
ょ
う

生せ
い

総そ
う

合ご
う

相そ
う

談だ
ん

セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
２
０
４
・
２
０
０
０

 

２
０
２
・
０
９
３
２

sir07@
sir.or.jp

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
政
策
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
４
８

催

し

お
か
べ
あ
か
り
展

竹
灯
籠
や
竹
細
工
約
１
０
０
基
と
園

児
た
ち
が
作
成
し
た
行
灯
約
60
基
を

展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
／
８
月
21
日
㈯
~
31
日
㈫

竹
灯
籠

▼
と
き
／
午
後
７
時
~
８
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
支
所
中
庭

園
児
た
ち
の
行
灯

▼
と
き
／
午
前
９
時
~
午
後
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
岡
部
町
商
工
会

 

☎
６
６
７
・
０
２
４
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
理
解
し
、
支
え
合
い
の
輪

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
８
月
21
日
㈯
午
前
10
時
~

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
20

人
（
申
込
順
）　
▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
前
日
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
２
２
５

chiikicare@
city.fujieda.lg.jp



催

し

Fujieda R3.8.513 12広報ふじえだ

働く若者のための教養講座【後期】
問生涯学習センター　☎643･3047

静岡県すこやか長寿祭
問（公財）しずおか健康長寿財団　☎253･4221

対象／市内に住んでいるか、通勤している35歳以下の人（骨盤修正ヨ
ガは女性のみ）

会場／Ａ…生涯学習センター、Ｂ…市勤労青少年ホーム
申し込み／８月25日㈬までに、電話・ファクスまたはＥメールで、住所・

氏名（ふりがな）・性別・生年月日・電話番号・希望講座名・Ｅメー
ルアドレス（体幹トレーニングを希望の人のみ）を記入し、生涯学習
センターへ　 646･3217　 rouju@city.fujieda.shizuoka.jp

※定員を超えた場合は、抽選となります。
※定員に満たなければ36歳以上も受入れ可。

スポーツ・文化交流大会参加者
卓球、テニス、剣道、囲碁、健康マージャンなど35種目の
参加者を募集します。一部競技は、ねんりんピックかながわ
2022の代表選手選考を兼ねます。
対象／県内に住んでいる60歳以上の人
とき／９月～令和４年３月（競技ごと開催日が異なります）
ところ／草薙総合運動場ほか
※種目・開催日・申し込み方法など、詳しくは、お問い合わ

せください。
美術展作品
ねんりんピックかながわ2022美術展の選考会を兼ねます。全
作品を静岡県立美術館に展示（令和４年１月末を予定）します。
対象／県内に住んでいる昭和38年４月１日以前に生まれた

アマチュアの人が創作した未発表作品
募集期間／10月20日㈬（当日消印有効）まで
※出品料や申し込み方法など詳しくは、お問い合

わせください。
https://www.sukoyaka.or.jp

講座名 開講日 曜日 受講料 会場 定員
骨盤修正ヨガ

（女性のみ）
９月９日～12月16日
午後７時30分～８時30分 木 3,200円 Ａ 17人

簡単！お手軽！料理教室 10月23日～令和４年２月19日
午後６時30分～８時30分 土か日 4,500円 Ａ 12人

基礎からのバドミントン ９月10日～11月12日
午後７時～８時50分 木か金 4,500円 Ｂ 20人

初心者でもできる体幹ト
レーニング（オンライン）

９月17日～12月17日
午後８時30分～９時５分 金 2,000円 ― 20人

食中毒・感染予防にも
「こんな時には手洗い！」

問市食品衛生協会事務局　☎643･4269

第22回静岡県市町対抗駅伝競走大会
練習会・長距離強化記録会 参加者募集

問スポーツ振興課　☎643･3126

手洗い、５つのタイミング
1 公共の場所から帰った時
2 咳やくしゃみ、鼻をかんだ時
3 ご飯を食べる前・後
4 病気の人の世話をした時
5 外にあるものに触った時
　 ※「調理の前後」「トイレの後」なども
テイクアウトやデリバリーを利用の際に
も気を付けましょう
調理後に速やかに食べることを前提に作
られています。
長時間放置せずに、食べる前には手洗い
を忘れず、速やかに食べましょう。
※地区のお祭りやイベントなどで食品提

供の予定がある場合は、事前に保健所 
（中部保健所衛生薬務課（☎644・9283）） 
にご相談ください。

練習会
とき／８月12日㈭～９月16日㈭　毎週火・木曜

日午後６時30分～８時
記録会

とき／８月31日㈫午後７時～午後８時（受付：午
後６時30分。荒天中止）

競技種目／
　小学生（男女）…1500ｍ、中学生（男女）…3000m

　　高校生（男子）…5000m、高校生（女子）…3000m
　　一般（男女）…3000m
※本記録会の記録を「第22回静岡県市町対抗駅伝

競走大会」市代表候補選手選考の参考にします。
共通
ところ／総合運動公園陸上競技場　参加料／無料
持ち物／運動のできる服装・靴（スパイ

ク使用不可）
※直接会場へ

朗
読
会
「
巣
好
き・守
る
！

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

長
年
絵
本
に
関
わ
っ
て
き
た
講
師

が
、
鈴
木
ま
も
る
さ
ん
の
絵
本
や

エ
ッ
セ
イ
を
朗
読
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も　
▼
と
き
／ 

８
月
21
日
㈯
、
９
月
23
日
㈷　
午
後

れ
ん
げ
じ
池
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

折
り
紙
を
使
っ

た
工
作
を
親
子

で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象
／
小
学

生
以
下
の
子
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
８
月
21 

日
㈯
午
前
11
時
~
11
時
30
分　
▼
と
こ 

ろ
／
博
物
館
講
座
視
聴
覚
室　
▼
講

師
／
渡わ

た

部べ

美よ
し

子こ

さ
ん
（
日
本
折
紙
協

会
講
師
）　
▼
定
員
／
10
組
（
先
着

順
）　
▼
参
加
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

藤
枝
の
夏
の
虫
パ
ネ
ル
展

藤
枝
に
生
息
し
、

夏
に
活
動
す
る

昆
虫
の
展
示
で

す
。
地
元
の
方

が
撮
影
し
た
写

真
や
昆
虫
標
本

に
加
え
、
生
き

た
昆
虫
も
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
11
日
㈬
~
９
月
５ 

日
㈰　
午
前
９
時
~
午
後
５
時
（
月

曜
休
館
）　
▼
と
こ
ろ
／
文
学
館
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
入
場
料
／
無
料

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

万
葉
の
彩
り
に
ふ
れ
る「
裂さ

き

織お
り

展
」

万
葉
集
に
掲
載
さ

れ
た
歌
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
織
っ
た
、

美
し
い
裂
織
を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
17

２
時
~
３
時
30
分　
▼
と
こ
ろ
／
文

学
館
講
座
学
習
室　
▼
出
演
／
村
上

裕
子
さ
ん
（
元
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）　
▼
定
員
／
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
３
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）　
▼
申
し
込
み
／
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
郷
土

博
物
館
へ 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

m
use@city.fujieda.shizuoka.jp

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

~
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
~

藤
枝
第
一
自
治
会

で
は
、（
一
財
）自

治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
、
災

害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
「
地
域
防

災
組
織
育
成
助
成

事
業
」
を
活
用

し
、
災
害
に
対
応

す
る
資
機
材
（
可

搬
ポ
ン
プ
、
ク
イ
ッ
ク
テ
ン
ト
）
を

整
備
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に
迅

速
な
初
期
消
火
活
動
や
避
難
所
運
営

を
実
施
す
る
た
め
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
防
災
課

 

☎
６
４
３
・
２
１
０
０

お
知
ら
せ

岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋
県
民
の
日
割
引

８
月
21
日
の
静
岡

県
の
県
民
の
日
に

合
わ
せ
、
岡
部
宿

大
旅
籠
柏
屋
の
入

館
料
を
２
４
０
円

に
割
引
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
14
日
㈯
~
22
日
㈰　

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋

問
岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
安

全
で
快
適
に
使
え
る
よ
う
に
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
道
と
歩
道
の
段
差
を
解
消
す
る

た
め
の
鉄
板
な
ど
は
設
置
し
な
い
。

・
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
樹
木
は

枝
を
切
る
な
ど
の
手
入
れ
を
す
る
。

・
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
許
可
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

~
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
~

（
一
財
）自
治
総
合 

セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢 

献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
備
品
の

整
備
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
高
柳
茶
屋
河
原

町
内
会
が
こ
の
宝
く
じ
助
成
を
受

け
、
町
内
会
館
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
備
品
は
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

問
協
働
政
策
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
９

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
食
事
券
の

利
用
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
食
事
券
の
「
赤
富

士
券
」
が
10
月
31
日
㈰
、「
青
富
士

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト

雄
大
な
ア
ン
デ
ス
音
楽
を
、
民
俗
楽

器
の
演
奏
と
ダ
ン
ス
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
／
８
月
29
日
㈰
午
前
11
時
~

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ま
こ
壁
の
展
示

ニ
ュ
ー
ス
絵
巻
き

元
政
治
記
者
の
原

田
誠
治
さ
ん
が
国

内
外
で
取
材
し
た

出
来
事
を
、
回
想

し
て
描
い
た
ク
レ
ヨ
ン
画
の
絵
巻
き

５
巻
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
11
日
㈬
~
18
日
㈬

か
し
ば
や
ミ
ニ
ミ
ニ
博
物
館

昨
年
に
引
き
続
き
、

ふ
じ
の
く
に
地
球

環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
「
移
動
式

ミ
ニ
博
物
館
」
の

展
示
を
開
催
。
今
回
は
、
ト
ン
ボ
や

セ
ミ
、
カ
ニ
な
ど
の
標
本
を
展
示
し

ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
21
日
㈯
~
９
月
５
日
㈰

問
岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

正
午
、
午
後
２
時
~
３
時　
▼
と
こ

ろ
／
文
学
館
講
座
学
習
室　

▼
出

演
／
グ
ル
ー
ポ
・
ア
ン
デ
ネ
ス
さ

ん
（
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
ユ
ニ
ッ
ト
）　

▼
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）　
▼
入

館
料
／
４
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
）　
※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

く
設
置
し
な
い
。

・
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
に
放
置

し
な
い
。

問
建
設
管
理
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
６
７

券
」
が
９
月
30
日
㈭
に
利
用
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
食
事
券
を
お
持

ち
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
赤
富
士
券
」
は
、
９
月
１ 

日
㈬
か
ら
追
加
販
売
の
予
定
で
す
。

な
お
、
藤
枝
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
赤
富
士
券
事
務
局

 

☎
０
５
７
０
・
０
０
・
５
２
２
３

問
青
富
士
券
事
務
局

 

☎
０
５
０
・
５
４
９
１
・
０
４
９
５

日
㈫
~
31
日
㈫　
午
前
９
時
~
午
後

５
時
（
17
日
は
正
午
か
ら
、
31
日
は

午
後
２
時
ま
で
。
８
月
23
日
㈪
・
30

日
㈪
は
休
館
）　
▼
と
こ
ろ
／
志
太

郡
衙
資
料
館
映
像
学
習
室　
▼
入
場

料
／
無
料

問
文
化
財
課

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０



市民から市民への情報コーナーです。
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問生活環境課　☎643･3681

※指定場所に持ち込める時間は町内会により異なります。
※供養を済ませた供物などは、必ず透明か半透明の袋に入れ
て指定場所に出してください。
※竹などの長いものは、１メートル以内に切って束ねてください。

とき／８月16日㈪ 午前８時まで
　　  （雨天でも回収します）

瀬戸谷地区� 12カ所
中山地蔵尊前、荻間会館駐車場、大出橋の袂

たもと

（右岸）、
中里不燃物集積所、峠公民館、市之瀬町内会館、天神
原公園不燃物集積所、大久保公民館、滝ノ谷多目的集
会施設、滝口橋の袂、滝沢山鼻橋の袂、上滝沢バス停

葉梨地区� 24カ所
西方第１老人憩いの家、西方第２町内会館、西方八幡
宮前の不燃物集積所、葉梨西北小下の不燃物集積所、
北方北部公民館、北方中部公民館、北方南部町内会館、
岩清水農道入口、白藤公園前の不燃物集積所、中ノ合
町内会館、葉梨地区交流センター、金沢園横の不燃物
集積所、上川町内会館、花倉公会堂、上藪田町内会館、
藪田大橋の袂、サニーヒルズ東浦公園前のごみ集積所、
高田町内会館、時ケ谷町内会館、時ケ谷第２町内会館、
時ケ谷第３町内会館、三沢会館、清里１不燃物集積所、
清里二丁目町内会館

広幡地区� ７カ所
横内橋の左岸上、八幡橋（鬼島）の右岸上、下当間下
町内会館、久保田公会堂、水守町内会館駐車場、潮ふ
れあい広場、仮宿公会堂

西益津地区� ７カ所
六間川橋（県職員住宅東）の袂、西益津地区交流セン
ター、藤枝消防署横（瀬戸川）、西高橋の袂、富士葬
祭裏の不燃物集積所、藤枝稚苗園芸東の不燃物集積所、
立花ガーデン向い貫道橋の袂

稲葉地区� ８カ所
中山駐在所前、宮原公民館、マルショー鉄骨建設作業
場前、運動公園大橋高架下の不燃物集積所、堀之内バ
ス停北側堤防、谷稲葉会館、寺島町内会館、若葉台公
園前のごみ集積所

藤枝地区� ９カ所
左車会館、五十海第３公園、市部公園、藤岡会館、長
楽寺公園、下伝馬会館、勝草橋の左岸下、金吹橋の左
岸下、日切地蔵尊前

岡部地区
供物などは例年通り、通常のごみ収集日に収集します
ので、町内会の各集積所へ分別して出してください。

大洲地区� 10カ所
園田工務店資材置場北側の橋の袂、弥左衛門萩原様宅
前用水路橋の袂、土瑞橋の不燃物集積所、あぶみ橋の
左岸袂、大弥橋の左岸下流50m先庚申塔前、大井川河
川敷駐車場、大洲西団地北西の橋の袂、大井川日清紡
排水先、長昌寺前、科研製薬南側の大井川河川敷スポー
ツ広場駐車場

高洲地区� 12カ所
ロイヤル不動産駐車場前、切島会館駐車場、高洲小プー
ル南の橋の袂、高柳仁平公会堂北東側の黒石川堤、万
太夫橋の左岸100m下、兵太夫下集会所、高洲第４自治
会館、西高橋の右岸下流100m先の地蔵前、池尻橋の右
岸墓地前、木屋川橋の袂、エコステ大新島店北側の橋
の袂、与左衛門ふれあい広場東側

青島地区� 19カ所
勝草橋の右岸上、ふじみ台梅園入口、青島地下道横、
青島第一自治会館、東町公園東側の橋の袂、興福寺、
駅西公園南側入口、田沼中会館北側水路の堤、田沼南
公会堂、新南新屋第２公園南側の橋の袂、青葉南町内
会館、青葉町中公会堂、青南橋の右岸下、追分町内会館、
内瀬戸公民館、瀬戸公民館、三軒屋ふれあい会館、一
里山町内会館、駿河台コミュニティーセンター

指 覧 一所 場 定 

盆の精霊送りの供物などを臨時収集します

募　集

催　し

環境自然展2021-2
とき  ８月28日㈯午後１時～２時　 内容   
参加団体の活動紹介　 参加料  無料
講演会「サイバー考古学」
とき  ８ 月28日 ㈯ 午 後 ２ 時 ～ ４ 時　
講師  大石岳

た け

史
し

さん（東京大学生産技

対象  年長～小学４年生　 とき  ８月29
日㈰午後７時～８時　 ところ  生涯学習
センター　 内容  ボーイスカウトとは、
活動紹介　※直接会場へ
問ボーイスカウト藤枝第１団（酒井宅）
 ☎641･5608

対象  小学３年～中学３年生　 とき  ９月 
18日㈯～20日㈷　 ところ  長野県白馬村、 
青木湖　 定員  20人（申込順）　 申し込み  
８月20日㈮までに、電話で（公財）国
際青少年研修協会へ ☎03･6825･3130

対象  小学校高学年以上　 とき  ８月23
日㈪午後１時30分～４時　 ところ  市
民会館２階会議室　 講師  藤原ひろ
のぶさん（作家）　 定員  40人（申込
順）　 参加料  ２千円（高校生以下無料）　
申し込み  Ｅメールでしゃぼんだまの会

対象  市内または静岡市に住んでいる人　
とき  ８月28日㈯午前10時～11時30分　
ところ  道の駅宇津ノ谷峠静岡側駐車場　
内容  間

あ い

の宿
しゅく

宇津ノ谷集落と十団子伝
説の伝わる慶龍寺などの日本遺産構成
文化財　 参加料  300円
問岡部町観光ボランティアの会（松谷宛）
 ☎090･8323･3992

ボーイスカウト入団説明会 イングリッシュ・キャンプ in 白馬

藤原ひろのぶお話し会
～親子で考えようSDGs～

岡部町観光ボランティアの会が
案内する日本遺産

森づくり研修会

コロナ禍のため、掲載しているイベントなどの開催や募集に変更などが生じる場合があります。
最新の情報は各記事の問い合わせ先にご確認ください。引き続き、マスク着用など感染防止対策にご協力をお願いします。

術研究所准教授）　 参加料  無料　
※いずれもオンラインで開催します。
※詳しくは、藤枝駿河台森づくりホー

ムページをご覧ください。
問藤枝駿河台森づくり委員会（大石宅）
 ☎644･2046

https://apphg.web.fc2.com/
green/green.html

ワクチン接種
予約サイト

藤枝市公式LINE

LINEでは最新
の情報をお知
らせします。

予約はこちら
予約には接種券が必要です。

藤枝市コールセンター予約専用ダイヤル

☎050・5371・0330
受付時間／午前９時～午後５時（日曜日・祝日を除く）
※電話番号のかけ間違いにご注意ください。

※コールセンターでの予約は混み合いますので、予約サイ
ト（インターネット）やLINEからの予約をお勧めします。

または

新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 情 報 問健康推進課　☎ 645･1111

★接種券（クーポン券）発送状況

★静岡産業大学藤枝キャンパスでの接種のお知らせ

◦60歳未満の基礎疾患のある人で、６月28日までに申し込みした人に接種券を発送しました。
	 ７月31日までに申し込みした人には８月上旬に接種券を発送します。
◦55～59歳（※令和４年４月１日に達する年齢）の人には、８月上旬に接種券を発送します。
その後は、ワクチンの供給量に応じて、年齢順で発送していきます。接種券が届いた人から予約が可能です。

対　　象　藤枝市が発行した接種券をお持ちの人
ワクチン　武田／モデルナ社製

（４週間間隔をあけて同じ会場で２回目接種を行います）

費　　用　無料
実施日時　♦月・水・木・金曜日：午後１時30分～ 4時

　♦土　　曜　　日：午前10時～11時30分、
　　　　　　　　　　午後１時30分～４時

※８月13日㈮～15日㈰は、実施しません。詳しくは、
予約時にご確認ください。

と こ ろ　静岡産業大学藤枝キャンパス（市内駿河台4-1-1）
駐 車 場　大学内駐車場または市立総合病院第１駐車場

※病院第１駐車場から、直接、接種会場に入れます。

ワクチン接種加速化に向け、静岡産業大学で、市民への接種を 
実施します。（予約サイト「職域接種会場」からお選びください）

（川浦宛）へ ☎080･1029･8455
seikatsuclub.shida@gmail.com
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藤枝未来型人材育成プロジェクト

問情報デジタル推進課　☎631･5585

「 未来型ワーク・ゼミ未来型ワーク・ゼミ 」受講者募集

学生コース スキル＆キャリアアップコース ワーキングママコース

▶ 参 加 申 込 方 法 ▶ ▶ ▶

開講式／８月20日㈮午前10時〜
対　象／企業研究や就活に役立つ学び

や交流を求めている学生
定　員／20人程度（申込順）

開講式／９月２日㈭午後７時～
対　象／スキルやキャリアをアップし

て就業や転職を目指す社会人
定　員／15人程度（申込順）

開講式／９月３日㈮午前10時～
対　象／復職や転職に必要なスキルを

学びたい子育て中の女性
定　員／15人程度（申込順）

この事業への参加をきっかけに、パソ 
コンなどのICT機器の資産管理や利
用のサポートをする仕事に出会うこと
ができました。この事業のことを知っ
ている人はまだ少ないと思いますが、 
まずはICT＝難しいと考えず、気軽に参 
加してみることをおすすめします。

Ｕターンでの転職先としてICT関連
業務に関心があり参加しました。そ
れまで未経験でも、企業内のITサ
ポートの仕事に就くことができまし
た。どんな仕事でもICTを活用する
時代ですが、人との関わりも大事に
しながら仕事をしていきたいです。

コロナウイルスの影響で思うように
インターンシップ等に参加できない
状況でしたが、オンラインなので企
業のお話を伺う良い機会になると思
いました。また演習ワークがあるた
め、実際に体験できるのも参加した
理由です。

藤枝未来型人材育成プロジェクト事務局（株式会社サンロフト内）
☎626･3366　 626･3371　 https://www.fujiedamirai.jp/

BiViキャン
（市内前島1-7-10  BiVi藤枝１階）
＊オンライン（Zoom）でも参加可

開講式
会場

♦学生：無料
♦市内にお住まいの人：千円
♦市外にお住まいの人：3千円

参加料

藤枝未来型人材

Webサイトにアクセス エントリー 担当者よりご案内

https://www.
fujiedamirai.jp/に
アクセスします。

「お申し込みフォーム」に、必要
事項をご記入のうえ、送信してく
ださい。

事務局より、原則２営業日以内に
詳細をメールにてご案内します。
内容をご確認ください。

企業に求められるICT活用や情報に関するビジネススキル＝“未来型スキル”を学ぶことができる、約４カ
月の講座です。オンライン学習を中心とし、動画視聴による基礎学習や、地元企業と交流しながら行う演
習ワークでスキルを身に付けられます。また、企業との関わりを通じて、企業研究や就労マッチングの機
会も得られます。

松田さん
（33歳 市内在住）

前島さん
（41歳 市内在住）

遠藤さん
（19歳 大学生）

参加者の声 参加者の声 参加者の声


